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研修報告書

	所　　属　南寿の里「丘の家」　　　　　　　　職　種　介護福祉士　　　　氏　名　和田美代子

	期　　間　平成27年10月20日　(火)　～21日(水)　　　　　　　　　　　　　　　　　

	出張目的　　第２回青森県認知症対応型サービス事業管理者研修

	出 張 先　　県民福祉プラザ4Ｆ大中研修室

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


<全体の考察>

　今回、青森県認知症対応型サービス事業管理者研修に参加させていただき、平成28年1月からマイナンバー制度の開始、平成27年12月1日施行のストレスチェック制度について学んできました。特にマイナンバーについては、預かった場合の保管場所など管理マニュアルが必要となり職員全体で理解する必要があると思いました。防火対策では、消防法改正の背景には、日本国内のグループホーム火災

から問題や課題など実態に応じた改正になっている事を知りました。火災発生を未然に防止し、かつ万一火災が発生した場合でも被害を最小限にとどめるため、万全の対策をたて阻止する必要がありると思いました。グループホームは調理をする事が多い為、ガス台周辺や火の始末等のマニュアル等確認する必要性を感じました。「自らのところは自らが守る」を日々の申し送りなどで周知徹底していきたいと思います。また、会議の進め方やまとまらない時の解決策など場面ごとに設定され内容は私の苦手としていた会議の進め方を学びことができ、ミーティング等で是非行なってみたいと思いました。また、会議方法も伝達して行きたいと思います。地域密着型サービスでは、地域の方々に、私達の施設活動を伝え交流を取り持つ事で、利用者様の生活への励みとなり、生きがいの一つとなると説明がありました。運営推進会議は地域に開かれたサービスの向上を図る上で重要な会議であると再認識でき、今回学んだ研修内容を職場に持ち帰り、より良いサービスの向上を図っていきたいと思います。

＜第一日目＞平成27年10月20日(火)

◎講義1「地域密着型サービスの基準について」　　　　　　　　　講師　青森県高齢福祉保健課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護事業者グループ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副参事　高坂　修一氏

1. 地域密着サービスとは

　・認知症高齢者や一人暮らし高齢者の増加などを踏まえ高齢者が要介護状態になっても、できる限り住み慣れた地域で生活を続けられるようにできる観点から、原則とし日常生活圏域内でサービスの利用及び完結するサービスを市町村が事業者の指定及び指導・監督を行うものである。

2,地域密着型サービスの仕組み

　　(1)所在市町村の住民のみが保険給付対象

　・地域密着型サービスについては、市町村(保険者)が事業者指定を行い原則として、当該市町村の住民(被保険者)のみが保険給付の対象となる。

　

　　(2)地域単位での適切なサービス基盤整備が可能

　・入所、住居系サービスについては、日常生活圏域ごとの利用定員総数を介護保険事業計画に定め、これを超える場合は、指定をしないことができる。また、市長村が指定及び指導、監督をおこなうことにより、市町村が主体となり適切な運営を確保することとなる。

　　(3)地域の実情に応じた報酬、基準の設定が可能

　・厚生労働大臣が報酬および基準を定めるが、市町村(保険者)が一定の範囲内で変更することが可能。

(4)公正かつ透明な仕組みとサービスの質の確保

　・事業所の指定等又は指定基準等の変更を行う場合、地域密着型サービス運営委員会の意見等を聞き公正かつ透明な制度運営を確保できるようにしている。

◎講義2「介護従事者に対する労働管理について」　　　　　　　　講師　サカキ経営労務センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　榊　清蔵　氏

1マイナンバー対応の実務ポイント

・平成27年10月より、マイナンバーの通知がスタート

・平成28年1月～マイナンバー制度が開始

· 従業員に対するマイナンバーの説明会

1) マイナンバーの概要についての説明会を実施する。

2) その際にマイナンバーの提供を強要したり、そのような雰囲気で説明をしないこと。

・マイナンバー管理者の選任（総責任者1名　事務取扱い担当者1名又は2名）

・担当のみが回収、管理する。

2ストレスチェック制度

· 50人以上の事業所が対象

· 労働安全衛生方の一部を改正する法律が、平成26年6月公布、職場のメンタルヘルス対策に

関して、新たにストレスチェック制度が創設。

· 平成27年12月1日施行後、1年以内にストレスチェックを実施する必要がある。

3,就業時間の基本

・労働時間とは→使用者の指揮監督下にある時間の事。実作業時間に関わらず、手間時間や準備・引き継ぎ時間や残務整理時間も含まれる。

・始業時間とは→施設で定めている時間、または実際に仕事を始めた時間をいう

・就業時刻とは→仕事をする時間。または、終わった時間。

◎講義3「介護事業所における防災についての理解」　　　　　　　講師　青森地域広域消防事務組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防本部　予防課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木戸　晋一氏

消防法令の改正について…平成27年4月1日施行の概要

1） 用途区分の見直し

2） スプリンクラー設置の整備基準の見直し

3） 自動火災報知器設備の設置基準の見直し

4） 消防検査の範囲拡大

5） 火災通報装置に関する基準の見直し

改正の背景は

· 平成18年1月8日、長崎県大村市「やすらぎの里」グループホーム火災

　　　死者4人、重態2人

· 平成22年3月13日、札幌市「みらいとんでん」グループホーム火災　死者7人

　　　

· 平成25年2月8日、長崎市、「ベルハウス東山手」グループホーム火災

　　　死者5人、負傷者7人

※これらの火災原因の問題や課題等を検証、実態を把握し改正が行なわれた。

　

火災発生！その時どうする？

· DVD上映…発見から避難誘導まで。

　　

防火管理とは…火災の発生を未然に防止し、かつ万一火災が発生した場合でもその被害を最小限にとどめるため、必要な万全の対策を立て実践すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇓

【自らのところは、自らが守る】

防火管理上の不適切な状態(例)

・避難階段の不用物品・避難口誘導灯の点灯不良…避難障害

・消火器の紛失…初期消火困難

· 不用物品の放置、火災報知設備のベル停止、電気器具の不適切使用、たばこ吸い殻…火災危険

◎講義4「地域密着型サービスの取り組みについて」　　　　　　　講師 社会福祉法人同伸会理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 特別養護老人ホーム瑞光苑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 岩淵　惣二　氏

オレンジプラン「今後の認知症施策推進5か年計画」Ｈ24・8・24

認知症高齢者の現状(65歳以上の高齢者人口2,874万人)


介護保険制度を利用している認知症高齢者

(日常生活自立度Ⅱ以上)　　　　　　　　　　約280万人

日常生活自立度Ⅰまたは要介護

認定を受けていない人

正常と認知症の中間


健常者
約2,054万人


新オレンジプランの基本的考え方

・認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域の良い環境で、自分らしく暮らし続ける事ができる社会の実現を目指す。

認知症初期支援チーム

・認知症で病院にかかりたがらない人を専門医などが訪問し、診断や相談の後、かかりつけ医などにつなげる事業

　国は認知症地域支援推進員（連携のコーディネーター）を2017年末までの市町村に配置する。

運営推進会議

· 指定認知症対応型共同生活介護の提供にあたっては、おおむね2ヶ月に1回以上開催する。

· 利用者、利用者の家族、事業所が所在する市町村の職員、地域住民の代表者等により構成される協議会を開催し、事業所の報告、評価、要望、助言等を聞く機会を設けなければならない。

＜第二日目＞平成27年10月22日（水）

◎講義5「適切なサービス提供のあり方について」　　　　　　　講師　青森県認知症介護指導者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工藤　のり子氏

1,管理職員の役割

1 サービスを規定する要素の相互影響を見極める。

利用者ニーズ、職員の質と量、施設・設備、組織体制、財政状況。

2 職員の援助能力の把握と向上に努める。

　　　　教育、研修計画の企画・実施

3 新しいニーズに対する関心

問題提起

4 ソーシャルアクション

2,会議(ミーティングとは)

　特定の問題や課題を解決するために、関連する人々があつまり、いろいろな意見や情報交換をし、共通の理解を得ながら実行に移して実行に移していく会合をさす。

　よいミーティングとは

1 目的があること

2 参加する人に力をあたえる。参加者が決定の過程に参加していること。

3 そのグループやネットワークを強くしていくこと。

4 始める前に必要なこと…　　目的の確認・参加者の把握・場所、日時の決定　・レジメ資料の用意　・どんな役割分担の想定(議長、書記、タイムキーパー、報告者)

◎講義6「介護事業所におけるリスクマネージメント」　　　　講師　青森県認知症介護指導者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高原　弘美　氏

1,リスクマネジメントとは

1� リスクに関して、組織を指導し管理する調整された活動

　②利用者の安全を最大の目的とした上で、サービスの質の向上と利用者満足度の向上をめざす活動。

2,リスクをマネジメントする。

　(危険)　　　　(管理)

①起きてしまった損害をできるだけ小さくすること→ダメージコントロール

　②過去にあった危険の情報を集め、原因に対処するための予防の計画

早期対応で認知症が食い止められる。





　 約160万人


約380万人





今のうちに予防








